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平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

２

畑
総
の
給
水
管
と
簡
易
水
道

の
給
水
管
を
接
続
し
て
、
バ
ル

ブ
を
取
り
付
け
て
、
畑
総
の
水

と
簡
易
水
道
の
水
を
切
り
替
え

て
同
じ
蛇
口
で
使
え
る
よ
う
に

し
て
い
る
と
水
道
法
違
反
に
な

り
ま
す
。

バ
ル
ブ
等
は
老
き
ゅ
う
化
、

故
障
で
完
全
に
止
水
で
き
な
く

な
り
逆
流
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。も

し
も
、
畑
総
と
簡
易
水
道

の
混
入
し
た
こ
と
が
原
因
で
、

病
気
、
事
故
が
あ
っ
た
場
合
は

責
任
に
な
り
ま
す
。

接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

た
だ
ち
に
給
水
管
を
切
り
離
し

て
、
新
し
い
蛇
口
を
設
置
し
て

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
畑
総
…
県
営
畑
地
帯
総
合
土

地
改
良
事
業
の
略
称
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課二

―
一
五
〇
一

簡易水道と畑総給水管の接続禁止

バルブ

バルブ

簡易水道給水管

畑総給水管畑

総

ここを切離す。
給

水

栓

十
月
一
日
か
ら
徳
島
バ
ス
の
勝
浦

線
田
野
々
行
き
が
乗
車
率
が
少
く
な
っ

た
た
め
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
徳
島
バ
ス
勝
浦
線
の
終
点
は
、
勝

浦
町
坂
本
黄
檗
上
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
バ
ス
の
回
転
場
も
坂
本
上
か
ら

地
元
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
黄

檗
上
に
変
更
し
ま
し
た
。
バ
ス
の
便

の
回
数
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

時
刻
表
が
改
訂
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
バ
ス
㈱
営
業
部
運
輸
課

〇
八
八
―
六
二
二
―
一
八
一
一

徳
島
バ
ス
勝
浦
線

田
野
々
行
き
が
廃
止

町
営
住
宅
に
空
き
室
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

★
申
込
受
付
期
間

十
月
一
日

～

十
月
十
五
日

ま
で
の
間

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選(

十

月
二
十
一
日

予
定)

に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

★
入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

(

所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す)

★
募
集
住
宅
名

神
谷
住
宅(

中
山)

一
戸
分

木
造
平
屋
建
て

三
Ｄ
Ｋ

★
そ
の
他

選
考
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
営
住
宅

設
置
及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

（木） （金）
（金）



町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

十
月
十
六
日

第
十
四
回
健
康
・
福
祉
ま
つ
り

３

エ
コ
ト
ピ
ッ
ク
ス

二
輪
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が

十
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

国
内
製
造
業
者
四
社
本
田
技
研

工
業
㈱
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
、
ス

ズ
キ
㈱
、
川
崎
重
工
業
㈱
は
、
輸

入
事
業
者
十
一
社
と
と
も
に
自
主

取
り
組
み
で
の
二
輪
車
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま

す
。

※
平
成
十
七
年
一
月
か
ら
行
わ
れ

る
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
と
は
異

な
る
仕
組
み
で
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

〇
三
―
三
五
九
八
―
八
〇
七
五

受
付
時
間

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
五
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

リサイクル手続きの流れ

二輪車リサイクルマーク（Ｒ

マーク）が付いていない車両に

ついては、廃棄二輪車取扱店ま

たは二輪車リサイクルコールセ

ンターに電話でご相談

◎廃棄二輪車取扱店へ

お持ち込みの場合

１ 店頭にて備え付けの

専用払い込み票で、

リサイクル料金を郵便

局にてお支払い

２ 払い込み控えを持っ

て廃棄二輪車取扱い店へ

※収集・運搬料金を別途ご負担

いただきます。

二輪車リサイクルマーク

（Ｒマーク）付車両について

は、廃棄時にリサイクル料

金のご負担がありません。

◎指定引取窓口へ

お持ち込みの場合

１ 指定引取窓口に備え

付けの専用払い込み票

で、リサイクル料金を

郵便局にてお支払い

２ 払い込み控えを持っ

て、指定引取窓口へ

◎指定引取窓口

㈱旭金属

徳島市南末広町

088-652-1885

佐川急便㈱池田支店

三好郡三加茂町

0883-82-3850

指定引取窓口

リサイクル施設



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

４

シリーズ

光流の
まちづくり⑦

地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
事
業

国
土
交
通
省
の
「
若
者
の
体
験
交
流
支
援

（
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
）
事
業
」
で
、

八
月
十
五
日
か
ら
三
十
一
日
（
台
風
の
た
め

三
十
日
ま
で
の
予
定
が
一
日
追
加
）
の
十
七

日
間
、
舟
岡
育
美
さ
ん
（
二
〇
）
と
宮
本
早

織
さ
ん
（
二
二
）
早
稲
田
大
学
三
年
生
が
、

勝
浦
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

二
人
に
は
滞
在
期
間
中
、
農
作
業
体
験
や

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も

と
で
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
、
よ
っ
て
ネ
市
で
の

販
売
体
験
等
、
都
会
で
は
で
き
な
い
体
験
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
襲

来
し
た
台
風
十
六
号
の
影
響
で
坂
本
に
足
止

め
さ
れ
、
一
日
追
加
さ
れ
た
夜
（
停
電
・
断

水
・
廊
下
で
の
宴
会
）
の
交
流
は
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

二
人
と
も
「
何
ら
か
の
形
で
勝
浦
町
と
は

関
係
を
持
ち
続
け
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
後
の
二
人
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

体
験
調
査
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

『
い
ま
、
思
う
こ
と
』

勝
浦
町
に
や
っ
て

来
た
の
は
、
台
風
に
よ
っ
て
徳
島
県
に
大
き

な
被
害
が
出
て
い
る
と
聞
い
た
直
後
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
私
は
町
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
被
害
が
あ
る
の
か
、
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
不
安
を

抱
え
て
や
っ
て
来
た
。
町
は
台
風
の
た
め
に

ゴ
ミ
焼
却
場
へ
の
道
が
使
用
で
き
な
く
な
り

ゴ
ミ
の
回
収
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
町
の
人
は
普
段
通
り
の
様
子

で
、
明
る
く
元
気
で
あ
り
、
私
は
自
然
と
町

に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
十
七
日
の
大
雨
の

時
、
友
人
た
ち
か
ら
メ
ー
ル
が
来
て
山
間
に

あ
る
町
の
立
地
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
た
が

私
は
何
と
な
く
「
大
丈
夫
な
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

な
ど
と
発
言
し
、
後
で
四
国
の
被
害
を
見
て

驚
い
た
。
も
う
こ
の
時
点
で
（
い
い
か
悪
い

か
は
別
に
し
て
？
）
町
に
あ
る
の
ん
び
り
し

た
特
に
坂
本
の
「
ま
あ
る
い
」
空
気
に
な
じ

み
は
じ
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん

な
勝
浦
町
で
私
が
出
会
っ
た
人
は
、
み
ん
な

「
か
ん
ま
ん
よ
」
を
よ
く
使
う
お
お
ら
か
で

楽
し
い
人
た
ち
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
お
か

げ
で
勝
浦
町
を
ま
た
訪
れ
て
み
た
い
と
思
う

こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た

土
地
で
地
域
づ
く
り
の
活
動
が
で
き
た
こ
と

は
本
当
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。
（
舟
岡
育
美
）

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
引
越
し
が
多
く
、
い

ろ
い
ろ
な
所
で
生
活
し
て
き
た
た
め
、
土
地

に
対
し
て
の
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
今
ま
で
な

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
今
回
勝
浦
町
に
来
て

皆
さ
ん
の
「
勝
浦
を
良
く
し
よ
う
」
と
い
う

地
元
に
対
す
る
強
い
思
い
に
、
私
は
強
い
感

銘
を
受
け
た
。
お
遍
路
さ
ん
へ
の
お
接
待
に

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

他
人
に
何
か
を
施

す

こ
と
を
全
く
い
と
わ
な
い
素
朴
な
人
柄

は
、
今
の
時
代
本
当
に
稀
少
で
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ゆ
っ

た
り
と
し
た

勝
浦
時
間

を
見
失
っ
て
欲

し
く
な
い
、
と
い
う
の
が
私
の
願
い
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
ス
ー
パ
ー
で
オ
ク
ラ
や
み
か
ん

す
だ
ち
を
見
た
ら
、
思
わ
ず
生
産
地
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン

で

心
の
ふ
る
さ
と

を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
、
幸
せ
に
思
う
。
勝
浦
町
と
は
こ
れ
か

ら
も
何
ら
か
の
形
で
関
係
を
持
ち
続
け
た
い
。

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
宮
本
早
織
）

写真：左側が舟岡さん、右側が宮本さん



町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

十
月
十
七
日

第
二
十
三
回
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大
会

５

中山間地域等直接支払制度における
多面的機能の増進活動の紹介⑦

シリーズ

中山間

久 国

地区内を花で飾ろうと、久国谷川沿いにあじ

さい、墓地周辺の空き地にツツジやサツキを植

栽し管理作業を実施しています。

坂 本 黄 檗

地域の地名の由来となった、キハダの木を養

成しています。木の皮が漢方薬として珍重がら

れ商人が買い付けに訪れていたほどでしたが、乱伐によって

その数はめっきり少なくなりました。「大きく育てて、シンボ

ルとして大切にしていきたい」と草刈や施肥などの管理をし

ています。

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 10,315 5,548

畑 121,314 77,556

計 131,629 83,104 1,927,556

代 表 者 敏 鎌 謙 次
協定参加者 45人

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 5,094 0

畑 123,528 2,904

計 128,622 2,904 1,537,710

代 表 者 森 敏 治
協定参加者 16人

ツツジやサツキの管理状況

キハダの管理状況

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
以
下
Ｄ
Ｖ
）
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
意
味
を
知
ら
な
く
て
も
、
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
人

は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

夫
婦
や
恋
人
同
士
と
い
っ
た
親
密
な
関
係
に
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

の
男
性
が
女
性
を
対
等
な
人
間
だ
と
認
め
ず｢

暴
力｣

を
も
っ
て
女

性
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
Ｄ
Ｖ
で
す
。

な
ぜ
夫
は
妻
に
暴
力
を
振
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
背
景
に
あ

る
の
は｢

夫
婦
間
の
従
属
関
係｣｢

男
女
間
の
不
平
等｣

と
い
う
意
識

で
あ
り
、
女
性
へ
の
性
差
別
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

家
庭
の
中
で
、
男
性
が
女
性
を｢

支
配
す
る｣

立
場
に
あ
る
と
考

え
、
男
性
の
欲
求
が
満
た
さ
れ
な
い
と
き
、
暴
力
を
は
た
ら
き
ま

す
。
そ
し
て
、
加
害
者
と
な
る
男
性
は
、
多
く
の
場
合
、
社
会
的

地
位
の
あ
る
ご
く｢

普
通
の
男
性｣

で
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
Ｄ
Ｖ

は
、
決
し
て
特
殊
な
環
境
で
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

｢

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い｣｢

人
に
言
え
な
い｣

ー
。
そ
ん

な
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
身
近

に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
場
合
は
、
自
分
や
子
ど
も
の
安
全
を

考
え
、
公
的
な
相
談
機
関
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
徳
島
県
婦
人
相
談
所

〇
八
八
―
六
二
三
―
八
一
一
〇

☆
女
性
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

（
徳
島
県
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
は
ば
た
き
）

〇
一
二
〇
―
八
一
〇
七
―
八
一

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て



勝
浦
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
、

町
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
高
齢

者
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
感
謝
と
ご
長
寿

を
お
祝
い
す
る
た
め
の
「
勝
浦
町
敬
老
町
民

の
つ
ど
い
」
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
九
月
十
八
日
に
勝
浦
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
開
催
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
約
百
五
十
人
の
方
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
開
会
前
の
プ

ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
、
横
瀬
保
育
所
児
童
た
ち

に
よ
り
ま
す
元
気
な
歌
と
愛
ら
し
い
踊
り
が

出
席
者
に
贈
ら
れ
、
会
場
は
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
内
閣
総
理
大
臣
祝
い
状
が
一
人
の
方

に
贈
呈
さ
れ
、
百
一
歳
以
上
の
長
寿
の
方
三
人
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
功
労
者
、
米
寿
・
喜
寿
到
達
者
の
方
々
に
も
記

念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
横
瀬
小
学
校
か
ら
二
人
の
生
徒
に
よ
り
ま

す
敬
老
作
文
が
朗
読
さ
れ
、
発
表
者
の
心
温
ま
る
作
文

に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
る
一
幕
が
あ
り
ま

し
た
。

閉
会
後
は
、
婦
人
会
の
方
々
に
よ
り
ま
す
芸
能
、
児

童
に
よ
り
ま
す
お
手
玉
な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

家
庭
的
な
雰
囲
気
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

当
日
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
、
関
係
者
の
方
々
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

第35回 勝浦町
敬老町民のつどい

内
閣
総
理
大
臣
祝
い
状

徳
島
県
知
事
祝
い
状

勝
浦
町
長
祝
い
状

岡
タ
カ
ノ
（
掛
谷
）

徳
島
県
知
事
祝
い
状

勝
浦
町
長
祝
い
状

柴
田
ヤ
ス
ヱ
（
中
角
）

坪

井

カ

ズ
（
中
山
）

坂
口
キ
ク
ヱ
（
星
谷
）

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
功
労
者
表
彰

長

谷

雄
（
中
角
老
人
ク
ラ
ブ
）

松

田

吉

男
（
棚
野
立
川
長
寿
会
）

米
寿
（
八
十
八
歳
）
到
達
者

中

村

生
（
沼
江
）

ほ
か
三
十
四
人

喜
寿
（
七
十
七
歳
）
到
達
者

新

居

福

江
（
坂
本
）

ほ
か
八
十
三
人

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
は
、
徳
島
県
知
事

お
よ
び
勝
浦
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
喜
寿

を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
は
勝
浦
町
長
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
・
祝
い
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

６



町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

十
月
三
十
一
日

第
四
十
三
回
町
民
体
育
大
会

まちかど散歩みち

９月12日、第４回徳島県マイクロミニバスケット

ボール大会が生比奈小学校ほかで行われ、勝浦キッ

ズミニバスケットボールクラブが女子Ｂブロックに

おいて優勝しました。

ブロック優勝のかかった海南戦では、前半リード

を許すも第４ピリオドで相手をとらえ37―32で逆転

勝利を収めました。

おめでとうございます。

※マイクロミニバスケットボール大会…小学校４年

生以下を対象にミニバスケットボールの楽しさを体

感してもらう大会で、子どもと保護者がともに熱く

なる大会です。

７

勝浦キッズ

マイクロミニバスケットボール大会ブロック 優勝

勝
浦
中
学
校
音
楽
部

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
終
え
て

去
る
七
月
二
十
二
日
の
「
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
県

大
会
」、
そ
し
て
八
月
十
八
日
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
」
と
二
つ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
台
風
や
大
雨
の
た
め
練
習
が
思
う
よ
う
に

進
ま
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
上
、
暑
さ
の
た
め
一
年
生

の
中
に
は
練
習
中
に
気
分
の
悪
く
な
る
人
が
い
た
り
し
て

大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
練
習
を
休

む
こ
と
な
く
、
地
味
で
し
ん
ど
い
練
習
の
積
み
重
ね
に
努

力
し
ま
し
た
。
今
年
の
県
コ
ン
ク
ー
ル
は
い
つ
も
の
年
に

比
べ
、
レ
ベ
ル
も
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
頂
い
た
金
賞
だ
と
心
か
ら
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
八
月
二
十
七
日
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
が
松
山
市
で
、
九
月

四
日
に
は
「
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
四
国
大
会
」
が
徳

島
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
私

た
ち
に
と
っ
て
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
か

ろ
う
じ
て
銀
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
思
う
よ
う

な
結
果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
演

奏
は
私
た
ち
の
ベ
ス
ト
が
尽
く
せ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

練
習
の
涙
、
成
績
発
表
の
時
の
涙
は
本
当
に
何
に
も
代
え

難
い
財
産
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
ま
た
四
国
コ

ン
ク
ー
ル
の
と
き
は
、
地
域
の
方
々
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
大
勢
応
援
に
来
て
く
だ
さ
り
、
た
い
へ
ん
心
強
く
感
じ

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
音
楽
部
の
こ
と
を
い
つ
も

見
守
り
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
得
た
力
を
学

校
内
で
の
音
楽
活
動
や
地
域
と
の
交
流
に
役
立
て
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
浦
中
学
校

音
楽
部
顧
問

丸

與

直

子



machikado sanpomichi

平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

宝くじの受託事業収入で、中角

地区に消火用資機材が整備されま

した。

中角地区で組織された自主防災

組織の活動を支援するため、可搬

式動力ポンプなどが整備されまし

た。

火災時の初期消火などに有効な

活用ができることと期待します。

平成16年度

コミュニティ助成事業
この程、勝浦町柔道教室に通い始めたトーマス・

コリンズ先生とマシュー・シェタラー先生が、持

ち前の熱心さと負けじ魂で初段に合格することが

できました。両先生、おめでとうございます。

また、同教室では、新入団員を募集しています。

保育所の児童から指導をさせていただきます。女

の子も参加することができますので、お気軽にお

越しください。

問い合わせ先 勝浦町教育委員会

２－２５１５

トム・マッシュ両先生
見事黒帯に合格!!

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
八
月
十
九
日
か
ら
勝
浦
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
十
二

チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
全
般
的
に
高
得

点
を
取
り
合
う
打
撃
戦
の
多
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
中
角
対
横
瀬
ク
ラ

ブ
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
も
横
瀬
ク
ラ
ブ
の
打
線
が

爆
発
し
、
中
角
の
反
撃
を
振
り

切
り
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
祭
町
予
選
大
会
に
続
い
て
の

栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、
中
角

も
昨
年
に
続
い
て
の
準
優
勝
と

い
う
こ
と
で
今
回
も
す
ば
ら
し

い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優勝 横瀬クラブ

山

西

掛

星

谷

Ｂ

生

名

中

角

今

山

与

川

内

星

谷

Ａ

横
瀬
ク
ラ
ブ

中

山

棚

野

久

国

坂

本

８



町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

十
月
十
六
日

第
十
四
回
健
康
・
福
祉
ま
つ
り

勝浦町ＰＴＡ連絡協議会・勝浦町子ども会連合会

の主催により，第４回勝浦町ウォークラリー大会が

９月11日 に開催され、町内の保育所児童や小学生

とその保護者10チーム49人の参加となりました。

コースは、生比

奈小学校を出発し

中角天神社、ゲー

トボール場を通る

コースで、参加者

は問題を解いたり

ゲームをしたりし

ながら元気に歩い

ていました。

開催にあたり、

ご協力いただいた

関係者の方々に厚

くお礼申し上げます。

入賞チームは次のとおりです。

優勝 チーム名「のっちズ」

山 野 弘 樹・上 田 修 平

新 開 祐 作・中 西 崇 文

２位 チーム名「やどかり」

宮 本 慎 也・宮 本 雅 也

宮 本 茜・岩本真里奈

宮 本 千 秋

３位 チーム名「オレンジ☆

キッズ」

清 水 弥 生・富本里加子

房 真 弥・野 奈 々

笠 木 香 穂

皆さん、お疲れ様でした

勝浦町ウォークラリ 大会

まちかど散歩みち

運動会でハッスル

ハッスル

九
月
十
九
日
、
横
瀬
、
生

比
奈
両
小
学
校
で
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

残
暑
の
中
で
の
運
動
会
、

午
前
中
は
、
順
調
に
競
技
や

演
技
な
ど
を
行
い
、
生
徒
た

ち
の
笑
顔
が
輝
く
楽
し
い
運

動
会
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昼
過
ぎ
か
ら

の
突
然
の
大
雨
に
よ
っ
て
、

運
動
会
は
途
中
で
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

少
し
残
念
な
結
果
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
残
暑

と
大
雨
の
中
で
の
運
動
会
は

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※写真は横瀬小学校運動会

ー

９

（土）
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平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

10

勝
浦
町
恒
例
の
町
民
体
育
大
会
は
、
十
一

月
三
日
の
祝
日
開
催
、
予
備
日
を
そ
の
次
の

日
曜
日
と
い
う
こ
と
で
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、｢

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
大
会

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
祝
日
よ

り
も
日
曜
日
の
ほ
う
が
仕
事
も
休
み
の
方
が

多
く
、
よ
い
の
で
は
な
い
か
？｣

と
い
う
声

が
あ
り
、
体
育
協
会
の
役
員
会
等
で
大
会
日

程
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
、
八
月
に
開
催

さ
れ
た
打
ち
合
わ
せ
会
に
お
い
て
日
程
等
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り

第
四
十
三
回
町
民
体
育
大
会
の
開
催
を
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

程
に
つ
い
て
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
、
ご
注

意
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
大
会
へ
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

十
月
三
十
一
日

午
前
八
時
三
十
分
集
合

午
前
九
時
開
会
式

（
雨
天
の
場
合
、
十
一
月
三
日（
水
・
祝
日
）

に
延
期
し
ま
す
）

場

所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

町
民
が
健
や
か
で
、
心
豊
か
に
生
活
で
き

る
活
力
あ
る
勝
浦
町
を
築
く
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
健
康
に
対
す
る
意
識
を
一
層
高

め
「
自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
守
る
」
と
い

う
自
覚
を
も
っ
て
、
自
発
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
健
康
や
福
祉

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
健
康
・
福
祉

ま
つ
り
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日

時

十
月
十
六
日

午
前
九
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内

容

・
式
典
お
よ
び
表
彰

・
特
別
講
演

「
糖
尿
病
予
備
群
の
た
め
の
食
事
と
生
活
」

講
師

食
生
活
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

佐

藤

達

夫

氏

※
ま
た
、
終
了
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

男
女
が
共
に
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

男
性
も
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
と
共
に

料
理
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
の
家
事
を
担
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
の
講
座
で
、
そ
ば
打
ち
と
簡
単
な
ラ

ン
チ
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日

時

十
月
三
十
日

午
前
十
時
三
十
分
～

午
後
一
時
三
十
分

（
受
付
午
前
十
時
～
）

場

所

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

メ
ニ
ュ
ー

手
打
ち
そ
ば
、
野
菜
天
ぷ
ら
、

ち
ら
し
寿
司
ほ
か

参
加
資
格

徳
島
県
内
に
お
住
ま
い
の
二
十

歳
以
上
の
男
性

定

員

二
十
五
人

参
加
費

無
料
（
た
だ
し
、
材
料
費
と
し
て

一
人
五
百
円
を
当
日
集
金
し
ま
す
）

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に

｢

氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号｣

を

書
い
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り

十
月
十
五
日

必
着

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
七
〇
―
八
五
七
〇

（
住
所
不
要
）
徳
島
県
県
民
環
境
部
男
女
共

同
参
画
課｢

男
の
こ
だ
わ
り
料
理
教
室｣

係

〇
八
八
―
六
二
一
―
二
二
〇
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
八
三
一

E-mail
danjoky

oud
ous

ank
ak

uka
@pr

ef.

tok
ush

ima.l
g.j

p

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

来
春
（
平
成
十
七
年
）
植
林
す
る
杉
・
桧

等
の
苗
木
の
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り
受
付

け
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

一

申
し
込
み
は
十
二
月
二
十
七
日

ま

で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

二

植
林
予
定
地
が
台
帳
・
現
況
と
も
山

林
の
場
合
、
ま
た
農
地
で
農
業
委
員
会

発
行
の
農
地
転
用
許
可
証
の
あ
る
場
合

は
、
造
林
補
助
金
が
受
付
ら
れ
ま
す
の

で
、
森
林
組
合
添
え
付
け
の
造
林
保
育

事
業
委
託
申
請
書
に
よ
り
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
地
目
が
山
林
で
も
現
況
が

農
地
の
場
合
は
、
農
地
転
用
許
可
証
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

三

苗
木
の
配
付
は
、
平
成
十
七
年
三
月

十
二
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
中
央
森
林
組
合
勝
浦
支
所

二
―
一
五
一
二

山
林
用
苗
木
の
申
し
込
み

男
の
こ
だ
わ
り
料
理
教
室

～
そ
ば
打
ち
体
験
と

ラ
ン
チ
づ
く
り
～

第
十
四
回
健
康
・
福
祉
ま
つ
り

の
開
催
に
つ
い
て

第
四
十
三
回
町
民
体
育
大
会

の
開
催
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト

募

集

（日）

（月）

（金）

（土）

（土）

（土）



町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

十
月
十
七
日

第
二
十
三
回
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
勝
浦
大
会
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町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
い
つ
も
物
心
両
面
に

お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
お
正
月
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は
、
五
年

ぶ
り
に
勝
浦
コ
ー
ス
が
採
用
さ
れ
た
五
十
回
の

記
念
大
会
を
経
て
、
来
年
の
お
正
月
も
従
来
ど

お
り
の
大
会
日
程
お
よ
び
試
合
形
式
で
、
五
十

一
回
目
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

選
手
も
こ
れ
か
ら
大
会
に
向
け
て
、
本
格
的

な
練
習
を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
人
練

習
、
合
同
練
習
に
お
い
て
路
上
で
の
練
習
の
機

会
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

一

道
路
で
は
右
側
、
左
側
の
ど
ち
ら
も
走

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
お

願
い
し
ま
す
（
な
る
べ
く
交
差
点
や
道
路

を
横
断
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
）。

二

夜
間
、
選
手
が
見
え
れ
ば
、
ラ
イ
ト
を

下
向
き
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

三

犬
の
飼
い
放
し
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
タ
ー
陸
上
は
、
従
来
の
火
曜
日
・
木

曜
日
の
夜
か
ら
、
水
曜
日
・
金
曜
日
の
夜

に
変
更
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
九
月
か
ら
は
、
毎
週
日

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
勝
浦
中
学
校
集
合
と

い
う
こ
と
で
、
合
同
練
習
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
で
は
、
大

会
参
加
に
際
し
て
、
選
手
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

・
災
害
に
よ
っ
て
自
己
の
所
有
す
る
資
産
な

ど
に
損
害
を
受
け
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
、
県
税
が
軽
減
ま
た
は
免
除
さ

れ
ま
す
。

・
災
害
に
よ
っ
て
期
限
ま
で
に
申
告
や
納
税

等
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
申
告
等
の
期

限
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

・
自
己
の
所
有
す
る
資
産
な
ど
に
損
害
を
受

け
た
場
合
に
は
、
納
税
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
申
請
が
必

要
な
た
め
、
手
続
等
詳
し
い
こ
と
は
最
寄

り
の
徳
島
財
務
事
務
所
ま
た
は
自
動
車
税

事
務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

徳
島
財
務
事
務
所

〇
八
八
―
六
二
六
―
八
一
二
八

徳
島
市
新
蔵
町
一
丁
目
六
十
七

自
動
車
税
事
務
所

〇
八
八
―
六
四
一
―
二
三
二
三

徳
島
市
応
神
町
応
神
産
業
団
地
一
―
五

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
退
職
金
は
安
全
・

確
実
・
有
利
な
「
建
退
共
制
度
」
が
お
勧
め

で
す
。

〈
建
設
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
〉

☆
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
（
加
入
時
に

経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

☆
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
。

☆
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

〈
建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
へ
〉

☆
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

☆
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通
算
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

☆
加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割
引
・
レ
ン

タ
カ
ー
割
引
等
の
提
携
サ
ー
ビ
ス
事
業
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
建
退
共
徳
島

県
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
退
共
徳
島
県
支
部

〇
八
八
―
六
二
二
―
三
一
一
三

建
退
共
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
退
職
金

の
試
算
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

十
月
十
八
日

か
ら
二
十
四
日

ま
で
秋

の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
が
行
政
相
談

制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
行
政
相
談
週
間
の
一
環
と
し
て
、
徳

島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援
で
、
次
の
と
お

り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
が
あ
る
、
困
っ

て
い
る
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、
制
度
や
仕
組

み
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

行
政
相
談
所

日

時

十
月
二
十
二
日

午
後
一
時
～
午
後
四
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

相
談
室

担
当
行
政
相
談
委
員

高
橋
嗣
男
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
総
務
課

二
―
二
五
一
一

災
害
に
関
す
る
県
税
の
特
例

措
置
に
つ
い
て

日
本
全
国
ど
こ
の
現
場
で
も

建
退
共
制
度

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
か
ら
の
お
願
い

お
知
ら
せ

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」の
実
施

（月）

（日）

（金）



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

12

時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
・
園
庭
）

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

食
事
・
排
泄
・
言
葉
な
ど
、
お
子
さ
ん
が

健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
ど
ん
な
小
さ

い
疑
問
や
悩
み
で
も
気
楽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ま
た
、
わ
ん
ぱ
く
教
室
に
遊
び
に
来
ま
せ

ん
か
。
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
同

士
で
育
児
の
悩
み
を
い
ろ
い
ろ
話
あ
っ
て
ス

ト
レ
ス
を
と
り
ま
せ
ん
か
？

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・

電
話
相
談

問
い
合
わ
せ
先

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

自
賠
責
保
険･

共
済
は
、
年
間
百
三
十
万

件
も
の
交
通
事
故
被
害
者
に
支
払
わ
れ
て
い

ま
す
。
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、
こ
の
十

年
間
で
約
三
十
％
増
加
し
、
毎
年
多
く
の
死

傷
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

毎
年
絶
え
な
い
交
通
事
故
は
、
誰
も
が
被

害
者
に
も
、
そ
し
て
加
害
者
に
も
な
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
自
賠
責
制
度
の

役
割
や
、
保
険
・
共
済
金
支
払
い
の
仕
組
み

を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動

車
の
保
有
者
に
、
自
動
車
一
台
ご
と
に
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険
・
共
済
が
自

賠
責
保
険
・
共
済
で
す
。
交
通
事
故
に
よ
り

加
害
者
と
な
っ
た
と
き
は
、
被
害
者
に
対
す

る
損
害
賠
償
責
任
を
負
い
ま
す
。
強
制
保
険

で
あ
る
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の

加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
と
と
も
に

す
べ
て
の
被
害
者
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を

保
障
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

入
っ
て
い
ま
す
か
？
自
賠
責

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交
通
事

故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し

て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険
・

共
済
で
す
。
特
に
車
検
制
度
の
な
い
原
付
・

二
百
五
十
㏄
以
下
の
軽
二
輪
自
動
車
は
、
期

限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は

http://www.jibai.jp

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

〇
八
八
―
六
四
一
―
四
八
一
一

平
成
十
七
年
度
版
の
徳
島
県
民
手
帳
の
予

約
を
勝
浦
町
住
民
課
に
て
受
付
し
ま
す
。
価

格
は
一
冊
四
百
五
十
円
に
な
り
ま
す
。

広
報
に
折
り
込
み
を
し
て
あ
る
申
込
用
紙

に
記
入
し
、
勝
浦
町
住
民
課
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

な
お
、
県
民
手
帳
は
書
店
で
も
販
売
し
て

お
り
ま
す
。

受
付
締
め
切
り
日

十
月
十
二
日
必
着

配
布
予
定
日

十
一
月
中
旬

受
け
取
り
は
勝
浦
町
住
民
課
に
て
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

徳
島
県
民
手
帳
の販

売
に
つ
い
て

10月27日 10月20日 10月13日

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
。

★
身
近
な
も
の
を
使
っ
て
製
作
し
ま
し
ょ
う
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定
と
相
談

★
十
月
生
お
誕
生
会

★
手
遊
び
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
遠
足

場

所

勝
浦
町
星
谷
運
動
公
園

集
合
時
間

現
地
集
合
午
前
十
一
時

雨
天
の
場
合
は
、
生
比
奈
保
育
所
の
お

友
達
と
リ
ズ
ム
室
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

★
園
庭
開
放

保
育
所
の
お
友
達
と
一
緒
に
戸
外
で
元

気
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
十
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

み
ん
な
、毎
日
、守
ら
れ
て
い
る

自
賠
責
制
度

（水）（水）（水）



町
制
五
十
周
年
記
念
行
事

十
月
三
十
一
日

第
四
十
三
回
町
民
体
育
大
会
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障
害
の
状
況
や
遠
隔
地
で
あ
る
理
由
に
よ

り
、
障
害
者
更
生
相
談
所
に
直
接
来
所
で
き

な
い
方
を
対
象
に
地
域
に
出
向
い
て
巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

相
談
内
容

・
身
体
障
害
者
の
補
装
具
（
補
聴
器
）
の
交

付
を
受
け
た
い
。

・
給
付
さ
れ
た
補
聴
器
の
適
合
判
定
を
受
け

た
い
。

・
身
体
障
害
者
の
施
設
を
利
用
し
た
い
。

・
身
体
障
害
者
福
祉
の
諸
制
度
に
つ
い
て
知

り
た
い
。

相
談
科
目

耳
鼻
科

日

時

十
月
二
十
五
日

午
前
十
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

相

談

料

無
料

申

込

先

勝
浦
町
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

申
込
期
限

十
月
十
五
日

恩
給
欠
格
者
の
方
々
ま
た
は
引
揚
者
の
方
々

に
内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

請
求
書
は
、
勝
浦
町
福
祉
課
窓
口
に
お
い

て
あ
り
ま
す
。

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
独

立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
ま
で

（

〇
一
二
〇
―
二
三
四
―
九
三
三
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.heiwa.go.jp

徳
島
県
で
は
、
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
「
徳
島
県
最
低
賃
金
」
と

特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
平
成
十
六
年
度
の
「
徳
島
県
最

低
賃
金
」
の
改
正
金
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

徳
島
県
最
低
賃
金

平
成
十
六
年
十
月
一
日
実
施

一
時
間

六
百
十
二
円

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

〇
八
八
―
六
五
二
―
九
一
六
五

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
・
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

日
時
・
場
所

平
成
十
六
年
十
一
月
か
ら
平

成
十
七
年
二
月
に
か
け
て
、
実
技
試
験
と
学

科
試
験
が
県
内
各
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

職

種

配
管
な
ど
三
十
六
種

申
し
込
み

九
月
二
十
八
日
か
ら
十
月
八
日

ま
で
に
、
徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
徳

島
・
阿
南
・
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
、
鳴
門

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
牟
岐
町
商
工
会

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

〇
八
八
―
六
六
三
―
二
三
一
六

『
社
長
さ
ん
あ
な
た
の
義
務
で
す

労
働
保
険
』

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
は
政

府
が
管
理
し
、
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
き
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
事
業
主
は
労

働
保
険
の
加
入
の
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
未
手
続
事
業
の
解
消

を
図
る
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
よ
り
大
き
な
効
果
を
上
げ
る

た
め
、
十
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

と
定
め
、
広
報
活
動
等
を
全
国
的
に
集
中
し

て
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
は
、
職
場
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
働
く
た
め
の
も
の
で
す
。
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
一
日
も
早
く
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

〇
八
八
―
六
五
二
―
九
一
四
三

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
の

お
知
ら
せ

技
能
検
定
試
験
の
ご
案
内

十
月
は

『
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
』

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆

さ
ん
へ

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

老
人
保
健
に
つ
い
て

（月）
（金）
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環
境
を
考
え
て
買
い
物
を
す
る
消
費
者
の
こ
と
を
「
グ
リ
ー
ン
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
」
と
い
い
ま
す
。
環
境
を
考
え
た
身
近
な
選
択
と
し

て
、
次
の
十
項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一

必
要
な
も
の
を
必
要
な
量
だ
け
買
う
。

二

使
い
捨
て
商
品
で
は
な
く
、
長
く
使
え
る
も
の
を
選
ぶ
。

三

包
装
は
な
い
も
の
を
最
優
先
し
、
次
に
最
小
限
の
も
の
を
選
ぶ
。

四

作
る
と
き
、
使
う
と
き
、
捨
て
る
と
き
、
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
少
な
い
も
の
を
選
ぶ
。

五

化
学
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
と
健
康
へ
の
影
響
の
少
な
い
も

の
を
選
ぶ
。

六

自
然
と
生
物
多
様
性
を
損
な
わ
な
い
も
の
を
選
ぶ
。

七

近
く
で
生
産
・
製
造
さ
れ
た
も
の
を
選
ぶ
。

八

作
る
人
に
公
正
な
分
配
が
保
証
さ
れ
る
も
の
を
選
ぶ
。

九

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
も
の
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
あ
る

も
の
を
選
ぶ
。

十

環
境
問
題
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
環
境
情
報
を
公
開
し
て
い

る
メ
ー
カ
ー
や
店
を
選
ぶ
。

こ
の
よ
う
な
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
の
行
動
が
広
が
り
、
社

会
的
責
任
を
果
た
す
メ
ー
カ
ー
や
小
売
店
を
支
持
す
れ
ば
、
よ
り
い
っ

そ
う
企
業
の
取
り
組
み
が
進
み
、
市
場
が
変
わ
り
、
社
会
が
変
わ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〇
八
八
―
六
二
三
―
〇
六
一
一

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

消
費
者
の
豆
知
識

⑧

グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
に
つ
い
て

年金制度が変わります 年金改革１

国民年金だより

年
金
制
度
は
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し

た
制
度
で
あ
る
た
め
、
五
年
に
一
度
大
き

な
見
直
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
制
度
改
革
の
視
点
は
、
「
現
役

世
代
の
負
担
と
受
給
世
代
の
給
付
と
の
バ

ラ
ン
ス
の
見
直
し
」
と
「
多
様
な
生
き
方
・

働
き
方
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
」

を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

☆
負
担
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
見
直
し

・
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
保
険
料
を

一
定
の
水
準
ま
で
毎
年
小
刻
み
に
引

き
上
げ
ま
す
。

・
年
金
の
給
付
水
準
は
、
現
役
世
代
の

手
取
り
賃
金
の
五
十
％
以
上
を
維
持

し
ま
す
。

・
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
分
を
三
分
の

一
か
ら
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
ま
す
。

☆
多
様
な
生
き
方
・
働
き
方
へ
の
対
応

・
六
十
歳
代
前
半
の
在
職
老
齢
年
金
の

一
律
二
割
支
給
停
止
を
廃
止

・
七
十
歳
以
上
の
人
に
も
在
職
老
齢
年

金
制
度
を
適
用

・
離
婚
時
に
夫
婦
で
老
齢
厚
生
年
金
を

分
割
で
き
る
。

・
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の
見
直
し

・
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
、
育
児
休

業
期
間
の
保
険
料
免
除
を
三
年
に
延

長
な
ど

低
収
入
、
退
職
あ
る
い
は
被
災
な
ど
が

原
因
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
全
額
又
は
半
額
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
希

望
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
勝
浦
町
住
民
課

で
減
免
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て

昨
年
中
の
所
得
等
の
状
況
を
審
査
し
た
結

果
、
承
認
あ
る
い
は
却
下
が
決
定
さ
れ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所

〇
八
八
―
六
五
二
―
三
一
一
一

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

保
険
料
免
除
申
請
の
提
出
は

お
早
め
に

グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
十
原
則
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国保と医療費

保険税 かならず納付を

も
し
あ
な
た
が

「
一
人
ぐ
ら
い
保
険
税
を
納
め
な
い
人

が
い
た
っ
て
平
気
」
と
思
っ
て
い
る
の

な
ら
大
間
違
い
で
す
。
保
険
税
を
き
ち

ん
と
納
め
な
い
人
が
い
る
と
、
支
え
合

い
の
し
く
み
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、

国
保
の
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
病
気
や
ケ
ガ
で
か
か
っ

た
医
療
費
を
全
額
支
払
う
こ
と
に
な
り

あ
な
た
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
と
な

り
ま
す
。
み
ん
な
の
、
そ
し
て
あ
な
た

や
家
族
の
く
ら
し
と
健
康
を
守
る
、
保

険
税
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

保
険
税
を
滞
納
す
る
と

み
ん
な
が

あ
な
た
が

困
り
ま
す
。

理由もなく保険税を滞納すると

次のような措置をとる場合があります。

災害など、政令で定められた

特別な事情以外で滞納を続け

る人からは、いずれは保険証

を返していただきます。

滞納処分（財産などの差し押

さえ）をする場合があります。

保険証のかわりに、被保険者

資格証明書を交付します。

このとき、医療機関の窓口でいっ

たん保険診療分の費用全額（10割）

を支払い、後日申請により保険者負

担分が払い戻されます。また、保険

税が完納されると認められたときは

保険証は再交付されます。

※滞納が続く場合は、後日払い戻しを受けられる
国保の給付（高額療養費、出産育児一時金、葬
祭費など）を差し止めることがあります。

納付は資格ができたその月分から
～届け出を忘れずに～

例えば、加入の届け出が遅れた場合で

も、加入の資格が発生した月分までさか

のぼって保険税を納めていただきます。

加入・脱退の届け出は、かならず14日以

内に行いましょう。

国保に加入する日

１職場の健康保険な
どの資格がなくなっ
た日（退職した翌日）

２他の市区町村から
転入した日

３生活保護を受けな
くなった日

４出生した日

国保を脱退する日

１職場の健康保険など
に加入した日の翌日

２他の市区町村へ転
出した日の翌日ま
たはその日

３生活保護を受け始
めた日

４死亡した日の翌日

国保は保険税によって支えられています

保険税は国保の大切な財源です。お医者さんにかかった

とき、窓口で支払うのは、かかった医療費の一部負担金で、

残りの保険者負担分は、国などの補助金と皆さんからの保

険税でまかなわれています。

問い合わせ先

勝浦町税務課 ２－１５０３

１

２

３

保険税でまかなう分

国、都道府県

市区町村が
負担する分

窓口で支払う分

医療費

困ってからでは
もう遅い



かたりあうページ

平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

16

友達が教えてくれた事

僕
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
三
世
で
す
。

今
は
民
族
の
教
育
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
そ
の
前
の
保
育
園
・
小
学
校

ま
で
、
日
本
の
教
育
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

日
本
学
校
で
も
、
朝
鮮
の
名
前
、

い
わ
ゆ
る
、
チ
ュ
ソ
ン
イ
ル
と
い
う

本
名
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。

保
育
園
の
頃
、
僕
は
友
達
に
、

「
ソ
ン
イ
ル
っ
て
、
な
ん
で
、
ソ
ン

イ
ル
っ
て
い
う
変
な
名
前
な
の
？
」

と
、
聞
か
れ
ま
し
た
。

唐
突
な
質
問
に
答
え
ら
れ
な
か
っ

た
僕
は
、
帰
っ
て
オ
モ
ニ
に
、

「
な
ん
で
、
僕
の
名
前
は
、
皆
と
違

う
と
？
僕
も
、
皆
と
同
じ
名
前
が
い

い

」

と
、
だ
だ
を
こ
ね
た
そ
う
で
す
。

ま
だ
、
そ
の
頃
、
「
朝
鮮
人
」
と

い
う
自
覚
が
、
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

の
か
、
今
考
え
た
ら
、
な
ぜ
、
そ
の

時
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
か
、

ま
た
、
オ
モ
ニ
に
、
そ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
、
今
で
は

と
て
も
後
悔
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
に
上
が
っ
て
か
ら
は
、
そ

ん
な
事
も
考
え
な
く
な
り
、
自
分
の

名
前
を
変
だ
と
言
う
人
も
い
な
く
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
朝
鮮
の
悪
い
報
道
が
流

れ
る
と
、
学
校
で
僕
に
対
し
て
、
い

や
み
を
言
っ
た
り
す
る
人
が
出
て
き

ま
し
た
。

で
も
、
中
に
は
僕
を
一
人
の
人
間

と
し
て
、
友
達
と
し
て
し
っ
か
り
見

て
く
れ
る
人
も
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
担
任
の
先
生
も
良
い
先

生
で
、
朝
鮮
の
事
を
理
解
し
て
く
れ

て
、
朝
の
あ
い
さ
つ
や
帰
り
の
あ
い

さ
つ
な
ど
も
、
朝
鮮
語
で
し
て
く
れ

ま
し
た
。

そ
の
頃
、
僕
が
仲
の
良
か
っ
た
友

達
は
、
ソ
ン
イ
ル
か
ら
「
ソ
ン
」
と

い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
も
つ
け
て
く
れ

て
、
よ
り
一
層
仲
良
く
し
て
く
れ
ま

し
た
。

そ
の
中
の
一
人
と
は
、
保
育
園
か

ら
の
幼
な
じ
み
で
、
も
う
一
人
は
、

ケ
ン
カ
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
仲
が

良
く
な
っ
た
と
い
う
友
達
で
す
。

そ
の
友
達
と
は
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
に
入
り
、
毎
日
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
遊
び
、
そ
の
友
達
の
母
さ
ん

達
か
ら
は
「
三
バ
カ
ト
リ
オ
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
の
仲
の
良
さ
で
し
た
。

だ
が
、
中
学
に
上
が
る
時
、
僕
は

朝
鮮
学
校
に
行
く
事
に
な
っ
た
の
で

そ
の
友
達
と
離
れ
離
れ
に
な
る
こ
と

に
。朝

鮮
学
校
に
は
行
き
た
く
な
い
と

思
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
朝
鮮
学
校
に
来
て
み
て
、

朝
鮮
の
事
を
学
び
、
朝
鮮
人
と
し
て

の
自
覚
に
目
覚
め
、
ま
た
、
朝
鮮
人

と
し
て
の
誇
り
が
持
て
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
僕
が
朝
鮮

学
校
に
行
っ
た
こ
と
で
、
友
達
と
し

て
の
関
係
も
な
く
な
る
か
と
心
配
し

て
い
ま
し
た
。
が
、
休
み
の
日
に
家

に
帰
る
と
、
そ
の
友
達
か
ら
遊
ぼ
う

と
い
う
電
話
が
あ
り
、
な
ん
と
、
そ

の
友
達
が
以
前
と
変
わ
ら
ず
家
に
遊

び
に
来
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

彼
ら
が
家
に
遊
び
に
来
た
こ
と
で

今
ま
で
の
僕
の
不
安
が
な
く
な
り
、

と
て
も
、
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
も
友
達
は
、
夏
休
み
、

冬
休
み
、
春
休
み
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
と
、
長
い
休
み
が
来
る
た
び
僕
の

家
を
訪
ね
て
来
て
く
れ
て
、
一
緒
に

遊
び
、
ま
た
、
ケ
ン
カ
も
し
な
が
ら

今
で
も
日
本
の
友
達
と
友
情
を
深
め

て
い
ま
す
。

今
、
こ
の
日
本
と
、
朝
鮮
が
、
抱

え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
、
お

互
い
を
解
り
合
え
て
な
い
こ
と
。

そ
ん
な
情
勢
の
中
で
も
、
僕
は
、

日
本
の
友
達
、
そ
し
て
、
同
じ
民
族

で
あ
る
朝
鮮
学
校
の
友
達
と
一
緒
に

暮
ら
し
、
心
を
か
よ
わ
し
て
い
る
。

僕
も
朝
鮮
と
日
本
が
い
が
み
合
う

中
で
暮
ら
し
た
く
な
い
の
で
、
そ
れ

ら
の
問
題
を
早
く
解
決
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
前
に
日
本

の
方
、
そ
し
て
、
僕
達
朝
鮮
人
が
、

互
い
を
理
解
し
合
い
、
協
力
し
合
う

事
が
問
題
解
決
の
第
一
歩
で
は
な
い

か
と
、
僕
は
、
思
う
の
で
す
。

問
題
を
解
決
す
る
の
は
、
人
間
で

あ
り
、
そ
の
人
間
同
士
が
ち
ゃ
ん
と

し
て
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

そ
し
て
今
を
生
き
る
僕
達

民
族
や
文
化
が
違
っ
て
も
日
本
に

生
ま
れ
た
人
間
同
士
。
も
っ
と
仲
良

く
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
に
、
な

ぜ
僕
達
在
日
コ
リ
ア
ン
は
今
だ
偏
見

の
中
で
暮
ら
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
が
疑
問
で
な
り
ま
せ
ん
。

今
思
う
に
、
僕
を
育
て
て
く
れ
た

の
は
、
も
ち
ろ
ん
ア
ボ
ジ
、
オ
モ
ニ

そ
し
て
家
族
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に

僕
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
の
は
、
日

本
の
友
達
で
あ
り
、
先
生
で
あ
り
、

朝
鮮
の
友
達
で
あ
り
、
朝
鮮
人
と
し

て
育
て
て
く
れ
た
学
校
、
そ
し
て
先

生
達
だ
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
僕
は
朝

鮮
人
と
し
て
、
い
や
、
一
人
間
と
し

て
こ
の
人
達
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
日

本
が
誰
に
と
っ
て
も
住
み
良
い
国
に

な
る
よ
う
に
、
住
ん
で
い
る
僕
達
が

力
を
合
わ
せ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

い
そ
ぎ
過
ぎ
ず
、
あ
せ
り
過
ぎ
ず

ゆ
っ
く
り
と
一
歩
ず
つ
。
そ
れ
が
朝

鮮
と
日
本
の
友
達
が
、
僕
に
教
え
て

く
れ
た
事
な
の
で
す
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

第
23
回
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
よ
り
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ボ
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ル
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幼
な
子
の
笑
顔
家
中
和
ま
せ
る

与
川
内

武

田

裸

天

あ
の
人
が
仲
間
に
入
れ
ば
場
が
和
む

横
瀬

前

田

好

月

信
頼
を
さ
れ
て
心
が
和
み
出
す

棚
野

殿

川

早

苗

正
直
な
答
え
そ
の
場
を
和
ま
せ
る

横
瀬

日

下

美

里

す
こ
や
か
に
育
つ
初
孫
和
む
家

久
国

美

馬

真

由

心
和
む
優
し
い
友
の
一
言
で

横
瀬

呑

口

久

子

母
が
居
て
家
族
一
同
和
で
つ
な
ぐ

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

イ
ラ
ク
に
も
き
っ
と
来
る
だ
ろ
和
む
日
が

棚
野

穏

台

綾

法
要
を
終
え
て
心
の
和
む
夜

坂
本

平

尾

智

男

久
し
振
り
の
戦と

友も

の
便
り
に
声
偲
ぶ

与
川
内

武

田

裸

天

電
話
に
押
さ
れ
影
を
ひ
そ
め
て
ゆ
く
便
り

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

元
気
か
い
た
だ
一
行
の
夏
便
り

棚
野

島

つ
と
む

愛
犬
に
も
読
ん
で
聞
か
せ
る
娘
の
便
り

生
名

岩

本

敏

子

便
り
よ
り
勝
手
気
ま
ま
な
メ
ー
ル
だ
け

久
国

美

馬

真

由

好
き
で
す
と
書
い
て
ポ
ス
ト
へ
来
て
迷
う

横
瀬

中

田

万

里

〈
評
〉
こ
の
句
は
川
柳
的
な
表
現
力
が
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

青
田
風
腹
ま
で
吸
う
て
田
を
廻
る

横
瀬

前

田

好

月

神
様
は
濡
れ
衣
着
せ
ぬ
故
に
好
き

棚
野

殿

川

早

苗

正
直
を
通
し
貧
乏
し
て
い
ま
す

横
瀬

中

田

万

里

寝
そ
び
れ
て
死
後
の
世
界
を
考
え
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

命
が
け
で
抜
い
た
車
と
同
時
着

棚
野

殿

川

早

苗

先
に
言
お
う
か
後
に
し
ょ
う
か
褒
め
言
葉

棚
野

島

つ
と
む

歯
車
が
ど
こ
か
で
ち
ょ
っ
と
食
い
違
う

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

鎌
置
い
て
空
を
呑
む
よ
な
深
呼
吸

立
川

堀

梅

子

憎
み
合
う
心
に
平
和
遠
ざ
か
る

棚
野

穏

台

綾

汗
に
濡
れ
た
袖
の
ボ
タ
ン
が
は
ず
れ
な
い

立
川

前

田

千

恵

雨
待
っ
て
天
気
を
待
っ
て
勝
手
で
す

立
川

前

田

千

恵

不
揃
い
で
も
青
空
市
は
よ
く
売
れ
る

立
川

堀

梅

子

花
作
り
平
和
に
暮
ら
す
老
い
二
人

横
瀬

桜

木

千

代

夕
立
の
後
風
鈴
の
音
冴
え
る

横
瀬

桜

木

千

代

折
角
の
朝
寝
へ
犬
が
鳴
き
止
ま
ぬ

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

賽
銭
を
取
ら
ぬ
貧
乏
神
が
好
き

棚
野

田

中

思

葦

雑
念
が
邪
魔
し
て
笛
の
音
が
濁
る

棚
野

田

中

思

葦

雨
の
日
は
暦
に
は
な
い
農
休
日

横
瀬

関

東

紀

美

筆
不
精
ス
ダ
チ
に
詫
び
も
い
れ
送
る

横
瀬

関

東

紀

美

カ
ラ
オ
ケ
は
下
手
で
も
蜜
柑
賞
も
ら
う

坂
本

平

尾

智

男

私
に
も
あ
っ
た
十
代
二
十
代

中
山

山
下
ふ
さ
を

暑
く
て
も
口
は
達
者
で
よ
く
喋
る

横
瀬

日

下

美

里

自
慢
せ
ぬ
母
が
自
慢
の
か
く
し
味

生
名

岩

本

敏

子

未
練
か
な
看み

と

り
悔
い
な
い
は
ず
な
の
に

横
瀬

呑

口

久

子

〈
評
〉
こ
の
句
は
内
面
的
な
心
の
葛
藤
を
詠
ん

で
い
る
の
で
、
見
落
と
し
易
い
が
深
い
句
意

が
あ
り
ま
す
。

幸
せ
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
精
を
出
す

中
山

山
下
ふ
さ
を

〈
評
〉
真
正
面
か
ら
幸
せ
を
つ
か
む
意
欲
を
、

上
手
に
捉
え
た
技
法
は
立
派
で
す
。

「
和
む
」

題

雑

詠

次
回
作
品
募
集

十
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

十
一
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

「
便
り
」

題

長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇秀

句

秀

句



平
成
十
七
年
三
月
一
日
に
勝
浦
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す

18

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

１ 金
経口生ポリオワクチン
投 与

13:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成９年４月２日～平成
16年７月１日までに生ま
れた子で、まだ２回受け
ていない子

予 診 票
予防接種手帳
母子健康手帳

５ 火
デイケア たんぽぽの会 13:30～15:30

住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員

糖 尿 病 予 防 教 室
健 康 相 談

９:30～14:00
今山ふれあい
交 流 館

住 民 健 康 手 帳

６ 水 結 核 巡 回 検 診 ９:30～16:00
別紙日程の
と お り

平成16年４月１日以降、
未受診の人

料 金 無 料

７ 木
糖 尿 病 予 防 教 室
健 康 相 談

13:00～15:00 中角集会所 住 民 健 康 手 帳

13 水
糖 尿 病 予 防 教 室
健 康 相 談

９:30～14:00
沼江コミュニ
ティセンター

住 民 健 康 手 帳

14 木
糖 尿 病 予 防 教 室 12:30～14:00

生名センター 住 民 健 康 手 帳
平 賀 先 生 の お 話

「糖尿病とその予防について」
14:00～15:00

16 土
第14回健康・福祉まつり
とボランティアフェスティバル

８:30～９:00
農村環境改善
セ ン タ ー

住 民

18 月 妊 婦 教 室 10:00～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

妊 婦 エ プ ロ ン

19 火
股 関 節 脱 臼 検 診 13:00 勝 浦 病 院

平成16年５月１日～８月
31日までに生まれた子

母子健康手帳

運 動 教 室 19:00～20:00 掛谷集会所 住 民

20 水
結 核 巡 回 検 診 ９:30～16:00

別紙日程の
と お り

平成16年４月１日以降、
未受診の人

料 金 無 料

糖 尿 病 予 防 教 室
健 康 相 談

９:30～12:00 中山集会所 住 民 健 康 手 帳

22 金 １歳６か月児健康診査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成15年１月１日～４月
30日までに生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

23 土 男 の 料 理 教 室 14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

会 員 エ プ ロ ン

25 月
食 生 活 改 善 推 進 員
研 修 会

９:00～12:00
農村環境改善
セ ン タ ー

会 員 エ プ ロ ン

28 木
健 康 相 談
生活習慣病予防教室

９:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

29 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成16年３月１日～８月
31日までに生まれた子

母子健康手帳

の保健行事 <問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

み ん な の 健 康

難
病
医
療
相
談
会
の
実
施
に
つ
い
て

こ
ん
な
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

原
因
不
明
で
だ
ん
だ
ん
歩
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

筋
肉
が
落
ち
、
力
が
入
り
に
く
く
な
っ
た
。

微
熱
、
発
熱
が
あ
り
、か
ら
だ
が
だ
る
く
疲
れ
や
す
い
。

難
病
と
い
わ
れ
て
い
る
が
診
断
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

次
の
と
お
り
難
病
医
療
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
内
容

一

医
療
に
関
す
る
こ
と(

神
経
系
・
膠
原
系)

二

歯
科
ケ
ア
に
関
す
る
こ
と
。

三

栄
養
に
関
す
る
こ
と
。

四

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
。

五

看
護
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
。

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
、
阿
南
保
健
所
疾

病
対
策
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。(

予
約
制)

＊
申
し
込
み
後
、
保
健
所
保
健
師
が
事
前
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
詳
し
く
相
談
内
容
を
お
伺
い
し
ま
す
。

申
込
先

徳
島
県

阿
南
保
健
所

疾
病
対
策
係

〇
八
八
四
―
二
二
―
〇
〇
七
二

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
八
八
四
―
二
二
―
六
四
〇
四

十
一
月
二
十
五
日

受
付:

午
後
一
時

～
午
後
三
時

十
一
月
十
一
日

受
付:

午
後
一
時

～
午
後
三
時

十
月
二
十
八
日

受
付:

午
後
一
時

～
午
後
三
時

日

時

阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館

阿
南
市
富
岡
町

北
通
三
十
三-

一

相
生
町
包
括
ケ

ア
セ
ン
タ
ー

那
賀
郡
相
生
町

大
久
保
字
大
西
三-

二

阿
南
保
健
所

小
松
島
支
所

小
松
島
市
堀
川

町
一-

二
十
七

場

所

十
一
月
十
日

十
月
二
十
七
日

十
月
十
三
日

申
込
締
め
切
り（水）

（木）（木）（木）

（水）（水）
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保 健 だ よ り

か
つ
て
「
国
民
病
」
と
言
わ
れ
た
結
核

も
、
医
療
や
生
活
水
準
の
向
上
で
、
適
切

な
治
療
を
す
れ
ば
完
治
す
る
時
代
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
結
核
は
今
も
我
が
国

最
大
の
感
染
症
で
す
。
感
染
症
は
人
か
ら

人
へ
う
つ
る
病
気
の
た
め
、
対
策
は
一
人

ひ
と
り
が
結
核
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
個
人
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や

周
り
の
人
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
検
診

は
大
切
で
す
。

結
核
が
な
か
な
か
減
少
し
な
い
原
因
と

し
て
は
、
人
口
の
高
齢
化
、
集
団
感
染
の

増
加
、
多
剤
耐
性
な
ど
の
多
く
の
問
題
点

が
、
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
最
大
の
問
題
点

は
、
関
心
が
低
下
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
年
に
一
回
は
必
ず
定
期
的

に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

総
合
健
診
や
医
療
機
関
等
で
、
ま
だ
受

診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
現
在
ま

で
に
、
総
合
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク

等
で
、
基
本
健
診
、
婦
人
が
ん
検

診
を
受
け
て
い
な
い
人
を
対
象
に

町
内
医
療
機
関
に
委
託
し
て
検
診

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
勝

浦
町
福
祉
課
（

二
―
一
五
〇
二
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

月日 地区 場 所 時 間

十
月
六
日

沼 江 高田 治さん宅前 ９:30～10:00

石 原 山本基工事務所前 10:10～10:40

掛 谷 田中屋駐車場 10:50～11:20

中 角 勝浦町農村婦人の家 11:30～12:00

生 名 いちょうの木 13:30～14:00

中 山 中野 功さん宅前 14:10～14:40

棚 野 旧野上石油 14:50～15:20

久 国 勝浦町役場前 15:30～16:00

十
月
二
十
日

坂 本 勝浦町消防団第１分団消防詰所横 ９:30～10:00

坂 本 旧ＪＡ東とくしま農協坂本事業所前 10:10～10:40

与川内 池田理髪店前 10:50～11:20

横 瀬 石木正一さん宅前 11:30～12:00

星 谷 小山二三好さん宅前 13:30～14:00

黒 岩 勝浦会館駐車場 14:10～14:40

今 山 今山ふれあい交流館前 14:50～15:20

平成16年度 巡回結核検診日程表

※検診料・・・・無 料
※受診を希望される方は当日、ボタンや金具等
のついてない服装でお越しください。

医
療
機
関
検
診
に
つ
い
て

医療機関名 検診の種類 曜日 受付時間

山西医院
基本健診

子宮がん検診

月～木

土
９:00～11:30

勝浦病院

（内 科）
基本健診

火・木 14:00～16:00
勝浦病院

（外 科）

乳がん検診

骨粗鬆症検診

期 間 10月５日 ～12月16日

実施医療機関 基
本
健
診
・
婦
人
が
ん
検
診
・
骨
粗
鬆
症
検
診
を

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
へ

健診項目 対 象 健診料 内 容

基 本 健 診 40歳以上 700円
身体測定、血圧、検尿、心電図検査、
血液検査（コレステロール、中性脂肪
肝機能、腎機能、貧血、血糖）、診察

肝炎ウィルス

検 診

①平成17年３月31日までに、40歳、45歳、50
歳、55歳、60歳、65歳、70歳を迎える人

②過去に肝機能異常を指摘されたことが
ある人や、大きな外科処置や多量出血を
経験したことがある人

1,200円

血液検査により、Ｃ型肝炎、Ｂ
型肝炎の感染について調べる。
（注意） 今までに肝炎ウィル
ス検診を受けたことがある人
は、受けることはできません。

子宮がん（頚部） 満20歳以上の女性 1,700円 問診、細胞診

乳 が ん 満30歳以上の女性 700円 問診、視診、触診

骨粗鬆症検診 40歳・50歳の女性 700円 骨密度測定

健診項目

※ただし、満70歳以上の人、生活保護世帯、市町村民税非課税世帯の人は無料です。
医療機関窓口でお申し出ください（ただし、骨粗鬆症検診を除く）。

結
核
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

（水）

（水）

（火） （木）
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10月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日

（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

十
月
九
日

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（19日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ゴミフェンス横

長福寺前ゴミフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

10月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（４日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

十
月
十
二
日

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（18日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

旧パチンコ店前道路南側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（25日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

十
月
二
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
横
瀬
）

十
月
九
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

十
月
十
三
日

●

十
月
二
十
七
日

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

（火）

（土）

（水）

（土）（土）

（水）
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図書館だより
★
徳
島
県
読
書
振
興
大
会

二
十
一
日

午
前
十
時
～

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

★
お
は
な
し
会

二
十
四
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

★
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

六
日
・
十
三
日
・
二
十
日
・
二
十
七
日

★
休
館
日

四
日
・
十
一
日
・
十
八
日
・
二
十
一
日

二
十
五
日
・
三
十
一
日

★
図
書
館
が
閉
っ
て
い
る
時
の
返
却
本
は
玄
関

横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

十
月
の
行
事

おどろき箱２ 阿刀田 高

どうもいたしません 檀 ふ み

ＮＯＴＨＩＮＧ 中 場 利 一

グリズリー 笹 本 稜 平

永遠の朝の暗闇 岩井志麻子

花月夜綺譚 ―怪談集― 岩井志麻子ほか

猫も杓子も猫かぶり 出久根達郎

熱帯 佐 藤 哲 也

それからどうなる ー我が老後― 佐 藤 愛 子

介護入門 モブ・ノリオ

可愛いおゆうぎ会の服 ブティック社編

ハリーポッターと不死鳥の騎士団

Ｊ.Ｋ.ローリング

新着図書の一部紹介

近
年
、
読
書
離
れ
が
著
し
く
、
こ
の
こ
と
を
案
じ
た
文
部
省
も

読
書
振
興
を
強
く
呼
び
か
け
て
い
る
今
日
、
勝
浦
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
徳
島
県
読
書
振
興
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
九
月
三
日
の
徳
島
新
聞
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
て

い
る
高
山
智
津
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
読
書
で
出
会
っ
た
も
う

一
つ
の
人
生
」
と
い
う
演
題
で
午
後
二
時
か
ら
ご
講
演
を
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昼
の
休
憩
時
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
勝
浦
座
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃
・
小
学
生
に
よ
る
お
手
玉

演
舞
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

町
内
で
県
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
な
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

十
月
二
十
一
日

午
前
十
時
開
会

午
後
四
時
閉
会

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

徳
島
県
読
書
振
興
協
議
会

県
大
会
開
催
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

二
十
一
日

は
徳
島
県
読
書
振
興
大
会
の

た
め
、
休
館
い
た
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

臨時休館日

のお知らせ

（木）（日）

（木） （木）
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まちのうごき

人 口（平成16年８月31日現在）

世帯数 2,112戸

男性 3,208人

女性 3,456人

計 6,664人

出生 男 １人 女 ２人 計 ３人

死亡 男 ７人 女 ４人 計 11人

転入 男 ６人 女 ５人 計 11人

転出 男 ３人 女 ５人 計 ８人

平成16年８月16日～９月15日（敬称略）日 時 場 所 備 考

心
配
ご
と
相
談

10月１日

10月８日

10月15日

10月22日

10月29日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付して
おりますので、お
気軽にお問い合わ
せください。

２－4652

交
通
事
故
相
談

10月25日

10:00～16:00

（受付時間
15:00まで）

小松島中央会館

小松島市松島町

5-6

08853-2-2030

相談員

川 田 武 志

問い合せ先

交通事故相談所

徳島県庁１階

088-621-3200

出
張
年
金
相
談

10月14日

10:00～15:00

勝浦町農村環境

改善センター

１階 相談室

持参するもの

年金手帳または

年金証書

各 種 相 談

◎大正琴は初心者コースもあります。

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
７ 14 21

19:30～21:30
木 木 木

踊 り
13 20 27

14:00～16:00
水 水 水

生け花
７ 18

19:30～21:30
木 月

大正琴
７ 14 29 木曜 13:00～15:00

金曜 19:00～21:00木 木 金

習 字
１ ８ 15

19:00～21:00
金 金 金

10月交流講座ご案内

近隣地域との交流事業として、各種講座を次のとおり

開講します。

10月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月３日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

10月５日 山 西 医 院 ２－３０２７

10月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月９日 湯 浅 医 院 ２－２００３

10月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月13日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

10月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月17日 山 西 医 院 ２－３０２７

10月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月21日 湯 浅 医 院 ２－２００３

10月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月25日 山 西 医 院 ２－３０２７

10月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月29日 湯 浅 医 院 ２－２００３

10月31日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

ご結婚おめでとう

（
小松島市

大字中角字東山

森 康 治
谷内ひと美

お誕生おめでとう

大字坂本字久保 ）久 米 俊 久
麻 衣

長女 陽
ひ

菜
な

竹 村 幸 さん（沼江） 橋 本 茂 幸 さん（三溪）

伊 丹 縫 子 さん（星谷） 小川淳一郎 さん（中角）

小 谷 和 寛 さん（三溪） 西 尾 利 夫 さん（星谷）

小 川 義 雄 さん（中角）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました

おくやみ申します

大字星谷字大明神 伊 丹 一（85歳）

大字三溪字下川原 花 棚 宗 一（83歳）

大字三溪字西岡 小谷タメノ（90歳）

大字三溪字日浦 橋 本 茂 雄（91歳）

大字三溪字林 森 川 福 市（74歳）

大字中角字玉の木 岡 本 保 雄（74歳）

大字中角字研谷 小 川 義 雄（77歳）

大字三溪字栗城 上 田 初 二（80歳）

大字久国字国光 岡 傳（94歳）

大字星谷字山下 西 尾 勝 子（78歳）

大字星谷字山下 西 尾 文 一（82歳）
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（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（木）

（金）
（金）
（金）
（金）
（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（日）




